アインシュタインの時代、光速度不変の原理
（http://kotobank.jp/word/%E5%85%89%E9%80%9F%E5%BA%A6%E4%B8%8D%E5%A4%89%E3%81%AE%E5%8E%9F%E7%90%86）

　ってのがあって（今でも無い事は無いけど…）。

アインシュタインのタイムスリップのイメージは、全面的にじゃないけど、間違ってると思う。

原文を見たわけじゃないけど、こんな感じの話だったと思う。

「光速（約30万キロ/秒）は絶対に変わらない。」（←前提）

　　　　　　　　　　　　　　　　電車の中
　　　　　　B


　　　　　　A

電車の中でAとBが向かい合って座っている。
Aから出された光は、Bに向かって光速で進む。

これを離れた所から見ると、こうなる

　　　　電車


　　　　　　　　　B


　　　　　　　　　　　　　　　進行方向

　　　　　　　　　　光

　　　　　　　　　A



　　　　　　　　　　　　　　　　　　線路

　すると、

　光の軌道はこうなる
　　　　　　　B]      　　B　　　　　B　　　　　B

　　　　A　　　　　A　　　　　A　　　　　A　　　　　　　A

　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　B’
         直線で30万キロ/秒で、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足場が運動する分、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同じ時間での移動距離が増えるので
　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　速度が上がる。と、考えた。
しかし、光速は絶対に動かない。

　　　　移動距離÷時間＝速度

　　　　　　　　　　　なので、

　　　　「速度が変わらないとすると、距離（空間）か時間を変動させるしかない。」

　（アインシュタインは両方やってるww。。ヘビーだ^^）









　　　　　　　自転
普段見る太陽

自転の影響（1666km/hほど？、赤道直下）でドップラー効果による変異が起き、相対速度は変化する。はず…。

　しかし、「光速は絶対に変化しない」と言う話があった。


　　　　　　　　　　　太陽

　　　　　　　　　　　地球
　　　　　　　　　　　　　　　　　　公転速度（時速＝10万km/h　秒速＝30km/s…だいたい）による影響も受ける













　太陽も、どっかの星の周りをまわってるし、
　それもまた・・・

　で、よー分からんくなって、

　「時間は、観測者によって変わる。」と言う話になった。

　表現としてそれは、とても正しいと言えるレベルではない。

　でも、たぶんすごくいいモノを見てた。
　僕が生まれるまで、

　彼より、目（？）の良かった人はいない。

　続きは、、気が向いた時やな…
